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大阪府堺市のＯ１５７集団感染大阪府堺市のＯ１５７集団感染
（１９９６年）（１９９６年）
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感染症は社会的存在である感染症は社会的存在である

社会に知識の蓄積が少ない社会に知識の蓄積が少ない

目に見えない微生物への不安目に見えない微生物への不安

感染し広がっていくという恐怖感感染し広がっていくという恐怖感

「１００％安全」と言いきれない難しさ「１００％安全」と言いきれない難しさ

→→ 社会の危機管理を第一に考えるなら、正確社会の危機管理を第一に考えるなら、正確
で迅速な情報発信が、何よりも重要で迅速な情報発信が、何よりも重要
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２０００３年・ＳＡＲＳ報道の流れ２０００３年・ＳＡＲＳ報道の流れ

３月３月 「謎の肺炎」発生「謎の肺炎」発生

→→ 香港・ベトナムのルポ、在留邦人・企業の情報香港・ベトナムのルポ、在留邦人・企業の情報

４月４月 ＳＡＲＳ拡大に全世界が警戒ＳＡＲＳ拡大に全世界が警戒

→→ 経済・文化交流への影響、予防知識、政府・自経済・文化交流への影響、予防知識、政府・自
治体の対応、電話相談治体の対応、電話相談

５月５月 入国の台湾人医師が発症入国の台湾人医師が発症

→→ 防疫体制、接触者調査、地域医療、風評被害防疫体制、接触者調査、地域医療、風評被害

６月６月 ＳＡＲＳ沈静化ＳＡＲＳ沈静化

→→ 経済・文化交流の回復、今後の体制は？経済・文化交流の回復、今後の体制は？



ＳＡＲＳ報道の教訓ＳＡＲＳ報道の教訓

国民に正しい知識は伝国民に正しい知識は伝
わったのか？わったのか？

迅速な発表の重要性迅速な発表の重要性

メディアと行政の連携メディアと行政の連携

風評被害の発生風評被害の発生

情報隠しの問題情報隠しの問題



感染症危機管理と広報感染症危機管理と広報

どのような情報提供が望ましいのか？どのような情報提供が望ましいのか？



緊急時の情報提供のあり方緊急時の情報提供のあり方

一報が入った時点で、広報を準備する一報が入った時点で、広報を準備する

プライバシーの範囲は慎重にプライバシーの範囲は慎重に

一報は、病気の基本情報を十分に盛り込む一報は、病気の基本情報を十分に盛り込む

感染ルート、何が危険か、何が安全か感染ルート、何が危険か、何が安全か

取材の窓口を常に空けておく取材の窓口を常に空けておく

専門知識についての取材先を紹介する専門知識についての取材先を紹介する

情報が入り次第、２報、３報を準備する情報が入り次第、２報、３報を準備する

→→ 信頼できる情報発信が、パニックを最小限にする信頼できる情報発信が、パニックを最小限にする



平時からの準備が大切平時からの準備が大切

病気や検査などの基本病気や検査などの基本
情報は用意しておく情報は用意しておく

平時から健康・感染症平時から健康・感染症
情報を発信する情報を発信する

社会がどんな情報を求社会がどんな情報を求
めるかを把握するめるかを把握する

感染症のニュースに敏感染症のニュースに敏
感になる感になる

メディアとの信頼関係メディアとの信頼関係



感染症担当者への期待感染症担当者への期待

感染症の研究者・担当者は、感染症の研究者・担当者は、
常に社会と向き合う責任があ常に社会と向き合う責任があ
り、いざという時のあなたの知り、いざという時のあなたの知
識や行動は、社会や人間を救識や行動は、社会や人間を救
う力があるという気概を、忘れう力があるという気概を、忘れ
ないでほしい。ないでほしい。



感染症情報センターの意見交換会が感染症情報センターの意見交換会が
、社会の知識に還元されています。、社会の知識に還元されています。
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